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校　 　 訓　 「かしこく　 なかよく　 たくましく」 【合い言葉・スローガン】 
教育目標　○自ら進んで学ぶ子ども   
          ○思いやりのある子ども 
          ○健康で元気な子ども

 

 　　 　 「劇団 らくりん座」による演劇鑑賞教室     　  　  　  　   
 
　１０月３０日(月)に「劇団 らくりん座」による演劇鑑賞教室がありました。那須塩原市に拠
点を置く劇団で、栃木県出身の保護者や地域の方も小中学生時代に一度はご覧になったこ

 とがあるのではないでしょうか。
　今回の劇の内容は、グリム童話の『ブレーメンの音楽隊』が原作です。人間にひどい扱いを
受けた４匹の年老いた動物たちが自由と希望の国「ブレーメン」を目指して旅立つ物語で
す。　 
　見所は三つありました。 
　一つ目は、４匹が奏でる希
望に満ちた歌と旋律。 
　二つ目が、泥棒たちとの愉
快な格闘。 
　そして、三つ目がかけがえ
のない仲間たちとの出会いです。 
　創立７１周年を迎えた劇団らくりん座のみなさんが、本校の子どもたちのために、愉快な感
動の物語を届けてくれました。 
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    　                                              ～中学生職場体験学習～ 
 
 
　１１月１５日（水）～１７日（金）の３日間、南那須中学校の２年生４人（本校卒業生）が本校で職場
体験学習を行いました。 
　主に低・中学年のクラスでの手伝いをお願いしました。 
　やさしく勉強を教えてくれたり、休み時間に外で子どもたちと遊んでくれたりと、とても助
かりました。 
　交流のあった子どもたちは、中学生のお兄さん、お姉さんに大喜びでした。 
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をクリックしてください。



　 人 権 週 間 が 始 ま り ま す　    　 　 　 　 １２／４～１２／１０　 　 　 　 

　今月４日（月）～１０日（日）は、人権
週間です。 
　最終日の１０日は、「世界人権デ
ー」として世界中で記念行事等が催

 されています。
　我が国でも、毎年この期間に合わせて、各地で人権に関わる様々な啓発活動が行われま
す。今年の啓発スローガンは、「『誰か』のこと じゃない。」です。 
　世界人権宣言における条文においても、「すべての人間は～」という書き出しがされてい
ます。人権を守るとは、どこかの誰かに対してという他人事ではなく、「『自分』を含め、
身近なまわりの『みんな』を大切にすること」であることを子どもたちにも再確認させ

 たいと思います。
　学校では、全ての教育活動において、この「人権教育」の視点をもって計画作成及び指
導に当たっています。自分を大切にできない子どもに他者を大切にすることはできませ
ん。 
　子どもたちの人権意識の涵養には、子どもたち自身に日々の生活の中で自己肯定感や自
尊感情を培わせていくことが必要です。 
　また、人権感覚は、違いを認め合い、異なる価値観の他者と交流し合うことで育ってい

 きます。
　対話型の授業形態や、その他の学校生活の場面や学校行事、クラブ・委員会活動等におけ

 る異学年集団活動等は、学校の教育活動における、具体的な実践として挙げられます。
　本校では、学校教育目標のひとつである「思いやりのある子ども」に関して、「一人一人
を大切にする人権教育を推進し、豊かな心を育む教育の充実」を本年度の学校経営方針

 の重点目標に定めています。
　新型コロナウイルス感染症があり、学校教育において、これほど人権教育の必要性を強く
感じた時は、過去に記憶がありません。ご家庭、地域におかれましても、それぞれの立場や関
係性、場面の中で、多様性への配慮等、適時適切な人権指導の継続をよろしくお願いします。 
 

 
 

 メディア利用と睡眠時間について 学校運営協議会より　  

　 
　先日、南那須中学校区学校運営協議会（コミニティースクー
ル）が開催されました。その中で、本校の課題のひとつである
「メディアとのつき合い方について」話題になりました。 
　「子どもの体調不良と睡眠習慣の関係性」や「子どもの情緒
や行動と睡眠障害リスクの関係性」等について講話を聴く機
会もあり、学校としてできることは何かを考えさせられた思い
です。 
　話合いの中で、メディアはなくならないので、どう付き合う
かが重要、そのためにはルールの徹底を図る。その中でも、使
う場所の約束が大切。寝室には絶対に持って行かず、家族が
いる空間で使う約束を徹底させることで効果があるのではな
いかという話題が出ました。 
　さらに、それを南那須中学校区で共有すると同時に、地域に 
も学校だより等で積極的に知らせ、保護者に啓発していく必 
要性を感じました。                                           <日本小児科医会より>

 

                                          


